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農村環境ﾌｫｰﾗﾑが開催さ'|L､事例発表を行ないました。
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農
村
女
性
だ
け
で
は
な
い
、

開
か
れ
た
女
性
部
活
動
に

'性部通常総会女

第
四
十
九
回
女
性
部
通
常
総
会
が
三
月
二
十
日
、

農
協
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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全員で綱領を朗唱

０
．
卸
島
〈

○ 棚田部長の挨拶

震團

｜にと｜j)l：そかをな越込のけ部川部改案』|ｚ卜１１１区任ト
ト女耳修総うれ介るとまとで風に風、ミ迦成三傘・状六
調性よ全会でた入規なれすは交つ盗案Ｉ）卜年ｆ藤三人
盃部り司終す次し約ってるな格い格と水四度さ）'２十に
総ｊｉ懇ＪＴ゜性たにてのＬ〈にてにし認年覗ん面一対
采対談Ａ後部ｊＩＵｉ、い爪と、つはってさ度業が雄人し
に象公職、活村Ｊる調い会い一い、れ。lib報瀧芙_て
も仁／興掻動女Ａ部をうのて年て役ま業告及さのＩＰＩ
と行Ｌと食が性職員受新述は力、提貝し・並にんも席
づなと女を、だ典減けし鴬司ら案のた収ぴ進、と者
いわ称性は今けの少、いに営二さ任。文に出当、こ
てれし部さ後で奥の全焼践腱年れ期ま計収さ’幌第卜
、たてのみ期はさ術道約同従に、、た画支れ地二一
経ア、ち女待なんＩ上ｉｌ０がすイギ改役ま、案搬、区俣人
膳ン１Ｆよ性でいなめに組る濁ＩＩ２ｆｉたＢ１がＩＩｆ、「・瀞、
ﾎ１１ケ前つ部き開どと’''１みもだ、任、約原、成松地黍

資憂い領言
の野てをでＩ)Ｈ
方所、朗始陽
々擾紺鴫ま地
か、橋。’）ＩＸｉ
ら１テ組織、
祝年合１１１出ル
辞部奨純席上
が．、子潜ｌ１１Ｈ
述佐悴部令子
べ々及災典さ
ら木セのでん
れ部ン挨女の
ま長タ拶性｜)Ｈ
しと|に部会
た米・統綱ｒｉ：
心

例
年
に
な
い
商
出
席
率
（
総
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支
部
長
反
省
会

女
性
部
役
員

1年を振り返卿<f年度の
活動をより良いものに。
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終始盛り上がった研鰭会

二
月
Ⅲ
Ⅱ
、
蒋
璽
に
於
い
て
平
成
Ｉ
一
一
一

年
度
女
性
部
役
員
・
支
部
腿
研
修
会
及
び

灰
擶
会
が
行
な
わ
れ
、
二
卜
人
の
役
典
・

支
部
長
の
参
加
の
も
と
、
一
年
の
締
め
く

く
り
と
し
て
行
事
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

横
川
純
了
部
長
の
挨
拶
の
後
、
一
年
間

の
活
動
報
告
を
し
な
が
ら
、
Ⅱ
程
の
決
め

方
、
ま
た
支
部
内
を
含
め
た
問
題
点
な
ど
、

次
年
度
の
活
動
を
よ
り
活
発
な
も
の
に
す

る
た
め
に
話
し
谷
い
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
後
は
、
役
員
・
支
部
長
の
特
権

と
な
っ
て
い
る
研
修
会
で
、
今
年
は
ス
テ

ン
シ
ル
数
室
を
開
き
ま
し
た
。
数
年
前
に

女
性
部
活
動
の
中
で
教
室
が
附
か
れ
、
ハ

ン
カ
チ
に
色
づ
け
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
専
川
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を 蟻新役局の皆さ 人

使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
み
の
色
づ
け
を

楽
し
み
ま
し
た
。
貼
り
つ
け
で
き
る
そ
の

シ
ー
ト
は
、
き
っ
と
佃
々
の
窓
や
鏡
、
冷
臘

床
な
ど
に
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
飾
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
Ⅳ

研
修
終
了
後
は
、
会
食
を
し
な
が
ら
史

に
文
部
長
の
利
点
・
苦
労
話
、
支
部
部
員

不
足
（
支
部
氏
を
や
り
た
く
な
い
為
に
女

性
部
を
退
部
す
る
人
が
多
い
）
に
つ
い
て

な
ど
話
題
は
尽
き
ず
、
お
互
い
が
次
年
度

以
降
の
女
性
部
活
動
に
期
待
す
る
想
い
を

感
じ
な
が
ら
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
い
ま
し

た
。役
此
・
支
部
瞳
の
皆
さ
ん
一
年
間
ご
雑

労
様
で
し
た
。

談
課
か
ら
「
花
嫁
・
花
蛎
対
策
」
、
「
相
談

課
の
悩
み
机
談
室
」
、
酪
農
課
か
ら
「
乳

質
改
糠
と
雌
近
の
酪
艇
情
勢
」
に
つ
い
て

話
題
提
供
さ
れ
、
い
ず
れ
の
話
題
も
部
、

に
は
現
実
に
虹
面
し
て
い
る
切
実
な
問
題
、

ま
た
興
味
深
い
内
容
と
な
り
参
加
着
は
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
に
多
く
の
部
、
が
集
ま
る

時
を
利
川
し
て
、
女
性
部
貝
が
受
け
入
れ

や
す
い
話
題
を
持
っ
て
の
研
修
会
を
、
今

後
も
災
い
Ⅲ
で
度
々
開
催
し
て
欲
し
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
総
会
を
含
め
実
に
臘

会
に
終
丁
し
ま
し
た
。
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■営農部経営相談課

６．夫婦仲良〈仕事していると思いますか

まあまあ

たま～に思う

それなり、そこそこ、ｌﾘ１１１のことはわからない

山あ')谷ありの繰り返し

外見は'１１'良く兄えるけど、中味はいろいろあり、何ともいえない

ｌＩｌ１良〈とは冑えないが、けんかをして６代〃ない

はい

ｉＩＩ１良く化『ＩＦしています？

しているつもり

大変仲良いです

話し合いもするし仲の良い方だと思う

９;\||の[]々はたいへん仲良く、残りの１刺は雌低限必奨なことのみ伝えるだけの沈黙が…

いいえ「

仲良くない

'性格が合わないため仲が良いとは思えない

７．今後どのような研修会をお望みですか

クミカンの見方

乳検データーの兄方

乳代伝票の兄〃

農協から送られてくるfM:類全ての兄方

グリーンツーリズムについて

艀さんが考えて下さることならなんでも

今lm1のような研修を

充実したﾉﾋ活ができるには（化|い)迦lLI

‐
□
丘
Ｕ
Ｖ

■■ 

充実したﾉﾋ活ができるには（化|鈩趣ｌＬＩｔ・食ﾉﾋ活などで）

１１１１i青勉強会

LiliIiを少なくする営農

出来上がった草の艀JIu（保存法）一年||Ⅱ良い状態にし続けるために

施設を新しくしていく農家もあるかと思うので参縁施設を紹介してほしい

他の艇協と比較してのＪＡ１ｌ１機i:|kの組識離成・連衡のﾌﾐ態

８．営農における悩み（不満)､農協に対しての要望（不満)､家族内における悩み(不満)､などがあればこの際､是非

お書き下さい

この質1111に対して多くの悩み、要望、遮兄をいただきました。その''１でも親子関係、犬Ⅲ,}関係の１，１答が特に多

かったので、そのことについて、女性部総会後の|i川|参会において、女性部枇111部｣を、２１１１鵬・伝１１１素干さん、膿

li11酪農課・健渕係健より親子'1M係、夫伽,IIfl係についてのおiiiIiしをしていただきました。

今１１１１のアンケートに、多くの方から１１１１答をいただくことができました。このアンケート結果を参考に、今後研修

会の題材の検討や、営農指導に役立てたいと考えております。ご脇ルｉ１ｌｋにあ')がとうございました。
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営農意識調査＆お悩みｱﾝｹｰﾄ

今'１１１，経'満相談課で初めての試みとして、農協女性部の〃を対象に汽艇愈識調査＆お悩みアンケートを実

施しました。

今Iijlの調汽の主旨としまして、憐農は基本的に家族労'111．家族経営であり、女性の方の役割は人きぐ、総

憐内容・鴬農に人きな影響力があるものです。しかし、\)性の方は農協にⅢ‘て農協職只とi活しをする機会は
多いのですが、女性の〃はあまり機会もなく、どういった`iif識を持って憐腱されているか、また、悩み（不

i1Mi）などをお話しすることが少ないのが現状です。そこでiiii単なアンケート調在によ')、女性の〃の葱i薇、
また、悩み（不満）などを｣〔'H解し、午後の営農指導に少しでも役立てたいと夢えてﾌﾟさ施しました。

アンケートの内容と集計結果(Ｍ答数48）

１．営農における日常の仕事は何ですか（複数1111審作業lﾉ､j窯÷48）

搾乳……83％ｌｌｉｌｌｉ青……56％行成杵jⅡ!……239．

除糞などi1Iilii,｝……lＭ６総ｉｉＩｉ……13％繁殖符nM……６％

２．自分の営農における労働割合はどれくらいだと思っていますか

０～20％……８％２１～40％……４０％41-60q`……27％ 

６１～80％……15％８１～100％……２％すごく………２％

無'''1鱒………６％

係田

その他……219の

自分の営農における労働割合

2％６，鵬 ｐＯ－２０ 

ｐ２１～４０ 

ｐ４１－６０ 

ｐ６１～８０ 

画８１～１００

口すごく

□篭回答

ｌＥ 

401ｔ 

クミカン報告票の閲覧

無回答
３．クミカン報告票は毎月見ていますか

兄る……54％兄ない……44％

兄ないと答えた方（44％）のi二をHMlll

jA〃がわからないなんとなく兄ない

兄たくない

□見る

□見ない

ロ無回答

1脚'i]答……２９６

l聯々几ろ興味ない ’ 
戸勲

経営収支への関心

いい言
□はい

□いいえ

G1i1 

４．経営収支には関心を持っていますか

はい……92％いいえ……８％

負仮緯額を知っているか

無回答

■＝ 

□l堂Ｌ､

Ｉ 

□いいえ

５．負債（借金）の総額がだいたいどれくらいか知っていますか

はい……76％いいえ……21％鯛'’１鱒……３qｂ ロ窯同蕃

５ 



新
年
度
に
向
け
た

地
区
別
懇
談
会
を

終
え
て
。

平成14年３月１１日から１３日

までの日程で、地区別懇談会

を実施し、皆さまの意見をお

聞きしました。

IF託

体てまＩリに肉が億Ｙ「１騒111ⅡすｊＷｌｌ「￣〃クセに段ｉ;１齢
ilill、股す減お’卜、ｌＩｌノノ「凋科ま゜力|「ﾉｊＴｌＩ］１１ハーつ雄iiIii勤説
、常協゜少けセｊｌＸｊｌｉｌｌｌな八たの１】］ノノ、収））いｉ没、＝Ｉﾘｊ
う勤改のるン文ノ１１１１の１１１１千、几の｜Ⅱ個扱＊てに抗人し
ちFll1llH二収タ状しji＃ぴｌ１Ｌ１′l【｜￣ｌｉ４、体ｉl)〕ので係ｉＭｉ体た
－１F＝千文｜ル11,とをＹ「艦.と農販でイボする性制議
人二法刀兄にを/《を示〃変億を厳充、業･lllJ物に題
は人の｜リ込与兄トリし｜リ材八り物で乳慨イｉ質係は
|篇体制のみえるＩＩＬ１，，，でＴ・、では代況地のる、
)|）Ilill度jlillでると億Ｉ１Ｍｉあ燃は〃俗はブＬがでと迅ｋｌｌ－
１Ｆ－に企、職１１i:ｌｑｆ:１る科、１１１仲人Ijliiiはの速応）１
瀧使よｊ,[Ｌ１ｉｌｉ騨年のｌＩｌ１ｌる八jiiilので根ま年、 炎検、／k
lb1j［１１］ｌ）込イドは発笈供もｒ科笈二がでよド''１換盃平の
圧入机みよ人ノ'２絞給ｌｉＩｊ/（．紙億ｌｉｉｊｌ的リ給、法成農
一ｉｆ行とｌ）きしと商イ|ミｒｊ億と五イ'三Ⅱ<１－企ぺ、｜￣協
を務作な‐くたな翁よノノ八衣下よが億をイ炎ｌＭＩ４１１
終ｎ１１Ｉｌｉ１１つ下、Ｂｌ）作り｜lｌＴつ１１リリ続八合オ流年業
lWi『ｌＷにて六一ｓまで＿ユな〃てｒＴしきＴめフ体の慨
す二つおｎ．）ｌＥしば「・ど’1１いソノ千一八た解験鴬況
るｆ'ｉいＩ）〃米のた１ノリバが、ま’'’八億ｉｒｉ版禁施艇、

〆、

いにＪｌｌＩがタが肉してＬＬＩ）ズ;ｌイ'三ると験を公無の定た
まIf班|；今あ１.ｒｌｌ塁葱た、炎、策ｌＪＬ１この施ｉｊト定にそ方款め
しけ会’１１１｝）の悠セ兄○金本ぞと）］と１１１１１没）１１法っの向の、
たた仁のま方さンの融比のしか、で越しでい他性改役
゜い於惑し１イリ／Ｌ夕１１１機率たてらぺ鞭設たあてにを」１１員

鯨lilii(溌繊鰯
ｉｉｌｉ藤:溌響溌
難雛ぞ塗篭'U騰鵬輔窒懲セニ〈”
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謬偉境ﾌｵｰＺ
青年部武佐支部林直樹

延び｝た乳価､関連対策を思う。

鱸長譲霧

率 農饗
⑰ 

： 

パ
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俊
一
脇
め
ぐ
み
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畑口朗唖麺 蝋

〃
理
パ
ュ
う
‐

ｉ
奥
田
美
晴
屋

中標津町腱協組合長

高橋勝義
壷－－

瓜
印
｛
写
回
学
Ⅱ

有
原
番
利
一
、
》
圧

Ｉ１ 
ｂＵＧＩ 

１１．’ 

パネラーの皆さ人

る光滞あ‐{といり身が察ま

銭DIM(１１溌懲
編息織１日鮭ｲ『にせくす々え
１Ｍは４１:でをでＩmiZ往ＤＭ米題栄且
鍵に鑓ぴ定て『Lと鱗糊。尉ii1lI

とに熟灘鮴測ｉｉ２像
;雛蔬繩建議

厳／しⅡ
すうま十ｉｌ１
るオし六概
膿]た１１津
業ラ｡、ＩＨＩ
Ｌム’111艇
には総村
つ、令環
い輔又境
て‐化フ
基部公オ
調司館｜
識環でラ
滅境｜＃］ム
とを催が
，|『化ざ二

女
性
酪
農
後
継
者
の
本
音
ト
ー
ク
。

に可－－．￣ 

講演する竹田津実氏

すい濃い要り「はで酷織述かＳルヒ

ｉＷ:騨鰯繍纐

;溌鞠篝１節
÷ 

終願きあます定展安ら識′u、なに

ｉｔ;臓鱗鯛：ま
し

、げん、に仁１Mｔ分刈・ｉｉｌＦの上る、
そまで断つはると策え認京のＢ

し交汚つｒ１ｉｌｔてヨン’１１列
まえ染い然実筋ｉアンＬの発
しなにて林氏一ながを結衣
たが対や仁を部わ、テ婚、
。らす、し迎でれそ１，|「第
統、る鑓てえはまれマ’１１ｉ苦
いス対尿行、、しぞに、（[’
てラ策・〈人赫たれパ彼司
．|ﾄﾞｲに艇雌ｌ:lilli．Ｔﾈ久久
例ドつ薬し林にｉｉｉル途･ｌ１ｉｉ
苑をいにざを１戦とデのの
炎使てよ、数｜ﾀミ′「イｉＷｆ結
仁つのる楽卜ｎＩ１ｉ後ス農１１予
移てＩＦｉＩりしイ'三のにカビ観
'）細例川さか竹分ツジ、
、介をのにけ１１１けシヨ今

「可

しの後けｊｉＬｌ‐とのこ川Ｉ）をぞ
た逃今む職厳げ１１Ｍがあ配jlL

ﾎﾞ縄#鯉雛繊

i鑓祷増鰄
;1鰄撚轆
鰈瀞Ⅶ洲

がな農「しそンＩＥＩを，Ｉｆ１１Ｌ１
りか後氏て節れ。総ｉｉＪ隼人
まＩｌｌｌ継を１１－２ぞつ1119本部の
しけ椅迎イ鳶簡|ｊれて科｜高旦〃
たなのえ１１「で１『すの雑でが
゜いｌｌＬ１、ｉＦは例ご介氏：発
本人（館、をい卵弐ifl炎
肝のネ結コチビ？化鍵腸し
の〃ラ婿｜衣←レルＲ１ｌｈ、
卜が｜｜;１１デしをを処区１ﾉﾘ
ｌ参と談イまｉｌｌｊ鷲哩の＝
クｊｌｌｌＬ所ネし原兄の環人
でしての１た紫雌介境が
ｌＭｉｉ、女板タ・忠氏１１１１錐、１１
りな性水１氏：化備腿
１２か酷ｆｌｔとがウ、些協

７ 



早春の草地管理

北根室地区農業改良普及センター
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#瀞li1li1潔蝿蝋擢･た姑作備ま谷》,Ｌきｿ,ii除哩しに祝エ
めめ業すにまめ土がたはツ

………￣踊蕊′がげり霞に鯆潔灘ﾑＭりて
！轍寸;饗ｌｉｌ１ｉｌ艀lRliiiii：撚炎刈方行軍

一りが',この多i''雄て多'篭|〒難H艫､ご託ｉｉ荊効に収』雌||；パ,矼愚な，雌が。嘘、架応lil；なの賊Ilu

Ｆ、

低Ｉが四あはて
下ジ牧Ｉｉｉｊ、’几ｉｆ[決牧
しの\［年牧ま極まＷ〔
ま品収秋草す橘’）収
寸5磁極や収へ成ま|,ｔ
ｌｘｌが時jiL穫表にすは
・悠に／１２時一対。、
蕃化混仁の弓応そ工
みし入放堆しのに
る゛す布肥てた卓
と暗るし混変め祇
堆好とた入え、lMiI
1lUl性、唯防る施成
の巻サ肥止必肥に
iidどイな婆悴よ
人がしどが班つ

図１早春の最適な施肥時雄

【k”１０口）乾物収量 【IDO亭／､ＩＩ
Ｓ 

表１チモシー草地(２回刈り)の施肥
時期と施肥配分
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jIMiI 萌芽期 2／５ 

(５月上旬～IllfU】ロ■に

lJff刈り後 jW7分けつ開始 1／８ 

jj 
ll寝顛

５～10日頃
ｌＢ ■ 

犀子鴎幼穂形成期伸ｌ

施肥時灘

無窒素

率
が
榊
え
る
と
酪
酸
が
哨
加
し
、
品
質
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
峨

地
ｋ
の
堆
肥
塊
を
パ
ス
チ
ャ
ー
ハ
ロ
ー
な

ど
に
よ
り
砕
き
散
ら
し
、
混
入
放
を
低
減

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

図２堆肥混入とサイレージ発酵品質
（堆肥混入無しを100として）

表２チモシー主体採草地の植生タイプ
と施肥標準(kg/10jZ-）
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ス
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モ
ビ
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＆
デ
ィ
ナ
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交
流
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開
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ス
ノ
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Ｉ
モ
ビ
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の
楽
し
竺
○
を
満
喫
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ひ催性談ま’1『のでた佐拡流性
としゾミ此’1息し原．、が、１１岳ス宅会酪ス
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拝、

州（立場で物言を考えてみよう。Ｌ一
▲
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、
二

．
相
談
員
か
ら
の
独
り
一
一
一
三

一
男
性
論
沿
へ
～
今
川
の
交
流
会
に

限
ら
ず
、
男
性
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に

問
題
あ
り
。
（
今
側
の
男
性
に
限
ら
ず
）

決
め
ら
れ
た
集
合
時
間
を
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。
突
然
の
都
合
で
参
加

出
来
な
く
な
る
、
時
間
に
遅
れ
る
率

は
あ
る
と
思
う
が
、
遁
話
一
本
な
ぜ

か
け
ら
れ
な
い
。
先
に
集
ま
っ
て
い

る
み
ん
な
は
、
ご
馳
走
を
前
に
お
腹

を
す
か
せ
待
っ
て
い
る
の
だ
。
逆
の

Ｐ 
■■■▲■●▲■■■●●■●●●●●●●■巳●●●●●●●■●●●●C●●●●●●●ﾛ●]■ 
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冬
枯
れ
対
策
な
ど
紹
介

早
春
施
肥
前
に
草
地
巡
回
を

平
成
十
一
年
か
ら
十
三
年
の
冬
期
間
に

兄
ら
れ
た
冬
枯
れ
は
、
土
壌
凍
結
後
の
降

雨
に
よ
り
牧
草
体
が
窪
地
に
形
成
さ
れ
た

水
盤
に
封
じ
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
窒
息

死
と
、
十
二
月
以
降
の
上
壌
凍
結
後
に
ふ

ん
雌
散
布
を
行
な
っ
た
た
め
の
物
理
的
陣

嘗
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
被
害
草
地
へ
の
対

策
は
、
五
月
上
旬
の
早
春
施
肥
前
に
草
地

を
一
巡
し
牧
草
の
冬
枯
れ
・
起
生
。
萌
芽

状
況
を
確
認
す
る
。
こ
の
時
、
草
地
の
商

い
部
分
、
低
い
部
分
、
中
間
部
の
一
一
一
カ
所

程
度
を
確
認
す
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。

冬
枯
れ
被
害
率
が
五
～
二
○
訂
程
度
で
、

被
審
が
草
地
に
点
在
し
て
い
る
場
合
や
被

害
株
の
一
部
か
ら
稲
科
牧
草
の
萌
芽
が
確

認
さ
れ
る
場
合
は
、
早
春
施
肥
を
行
な
い

植
堆
の
Ⅲ
複
を
待
ち
、
一
番
草
収
越
後
に

三
月
号
で
は
、
根
釧
農
試
の
湯
藤
部
長
を
招
き
一
一
月
七
日
に
行
な
っ
た
肥

培
研
修
会
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
冬
枯
れ
対

策
、
強
害
雑
草
の
防
除
方
法
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。
雪
も
解
け
緑

の
草
地
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
ま
す
。
対
策
は
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

草
地
の
冬
枯
れ

と
そ
の
対
策

と１階冬耐つをののや祁経場ｉｌｊ
も巣｜ｲ魚寒まてし被奥なＩｌｈし<介検
翅にIlillWI；た史、答にい種て表は討

獺鱗繊
朏鰹ｉ鮒M|{雌艘ﾃﾔ
ｾﾞ'1測吏､がすぁ上後ﾀ鼬

：嬢鱒雛、。肥ハに

ＵＰ、

①
深
起
こ
し
、
す
き
こ
み

地
下
茶
型
イ
ネ
科
雑
箪
が
多
い
埖
地
に

草
地
の
雑
草

対
策
に
つ
い
て

趣ＩＪＩＩ牧には下い頃除タシ雑
けＩＩｉｌｌ草鯵孫、部に、刈コロ草掃
なすに当③食こ分な雑のウザに除
ける混た変さのでつＷｉｌｌゲジ、は刈掃
れ゜ぜり瓶せ時刈たのｊＵ１ユタ効は除
ぱして＿ニのる則り頃草はなデｊｌＬ成刈
なか播一lliiI方に収を火、ど類が良’）
'）し種ｌｌｌＢ法時る児が播で、低点へ
ま、し五級が間。，;|・二極あアいが掃
せ刈、十藩あ放放ら卜後るオ･低除
ん遅雑露り牧牧い１１Jり゜ビ効い放
・九草のまし地成三十一ユ栄位牧
はのエす牧に１２十Ｉ般、的漉一
絶ツビン゜草お点箏六的ナなに
対４２炎といよく十なギのあ
にをを上てりら「ｌ掃ナはる

お
い
て
、
三
十
準
程
度
に
深
起
こ
し
し
、

地
下
茎
を
埋
没
さ
せ
る
。
ま
た
、
迦
常
の

耕
起
・
終
地
の
後
、
雑
草
の
発
生
を
待
っ

て
ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ロ
を
か
け
雑
草
を
す
き

込
ん
だ
後
に
播
種
す
る
。

除
草
剤
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
雑

埖
種
は
ノ
ビ
ニ
シ
バ
類
、
ハ
コ
ベ
、
ギ

シ
ギ
シ
類
、
地
ｒ
窯
イ
ネ
科
雑
噛
が
多
発

し
た
場
合
な
ど
で
す
。

①
前
植
生
処
理

耕
起
前
に
ギ
シ
ギ
シ
類
、
シ
バ
ム
ギ
、

リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
な
ど
の
筌
葉
と

地
ｒ
茎
、
根
部
を
枯
殺
す
る
Ⅱ
的
で
耕
起

②
新
播
草
地
に
対
し
て
の

除
草
剤
散
布
に

よ
る
雑
草
対
策

ｒ、

の
Ｉ
Ⅱ
以
上
前
に
散
布
し
、
牧
草
も
雑
峨

も
枯
ら
せ
ま
す
〈
衣
二
・

②
播
征
時
処
埋

播
種
Ｈ
、
ま
た
は
庇
前
に
雑
単
を
枯
殺

す
る
〃
法
で
播
種
床
造
成
後
に
雑
草
が

化
え
揃
う
の
を
待
ち
除
草
剤
処
理
す
る
も

の
。
こ
の
処
理
法
は
除
填
剤
散
布
時
に
発

生
し
て
い
る
植
物
に
し
か
効
果
が
な
い
の

で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
砿
要
と
な
る
が
、
実

生
発
芽
個
体
と
再
生
株
処
理
に
効
果
的
で

す
（
表
二
、
図
一
）
。

③
龍
育
期
処
理

前植生処理に適した使用量(１０a当たり）表１

薬量
最小ｍｌ

薬量
最大ｍｌ

散水量
最小1jＺ

散水量
最大!【

薬剤名 対象雑草

地下茎イネ科雑草２５０５００２５１０Ｃ

ラウンドアツプギシギシ類５００７００２５１０Ｃ
フキ８００１．０００２５１０Ｃ

ヒロバトールギシギシ類7501,000１００１２Ｃ

ﾀｯﾁﾀﾞｳﾝ者蓑:i:i蟄璃↑；8Ｍ８８，０．，｡［
２５１０Ｃ 

ポラリスギシギシ鮒･地下茎イネ1,0001,250２５５Ｃ
三共の草枯らしギシギシ類。シバムギ５００７００５０５０
ブロンコギシギシ類･地下茎イネ２５０５００５０５０
ラウンドアップギシギシ類５００７００２５５０
ハイロード地下茎イネ科離草２５０５００２５５０

ラウンドァップ

タッチダウン

ラウンドアッフ

ハイロード

10 

薬剤名 対象雑草
薬量
最小ｍｌ

薬量
最大ｍｌ

散水量
最小ﾋﾞｽ

散水量
最大!【

ラウンドァッブ

地下舌二イネ躯Ｉ翌I窄苣

ギシコニシ顎

フキ

250 

500 

800 

500 

700 

1.000 

2５ 

2５ 

2５ 

00 

00 

00 

ヒロバトール ギシギシ類 750 1.000 1００ 2０ 

タッチダウン
ギシギシ類･地下茎イネ

フキ（５月上～下旬）

400 

８００ 

600 

1.000 

2５ 

1００ 

００ 

1００ 

ポラリス キシギシ類･地下茎イネ 1.000 1.250 2５ 5０ 

三共の草枯らし キシギシ類。シバムギ ５００ 700 5０ 5０ 

ブロンコ キシキシ類･地下茎イネ 250 5００ 5０ 5０ 

ラウンドアップ

ハイロード

二￥ｓ'ニキニさ'2扉Ｉ

地下茎イネ科雑草

5００ 

250 

7００ 

5００ 

2５ 

2５ 

5０ 

5０ 



牧
草
の
生
育
時
期
に
ギ
シ
ギ
シ
類
を
選

択
的
に
枯
殺
す
る
。

ア
ー
ジ
ラ
ン
液
剤
を
使
う
場
合
は
、
処

理
時
期
を
十
月
上
旬
～
中
旬
と
し
ま
す
。

葉
が
二
～
’
一
一
枚
膿
葉
し
て
い
る
栄
養
成
艮

期
に
行
な
う
と
、
薬
剤
を
蕊
か
ら
効
果
的

に
吸
収
し
ま
す
。
薬
赦
は
ギ
シ
ギ
シ
類
の

大
き
さ
で
ｆ
限
ｒ
限
を
使
い
分
け
る
。
駆

除
効
果
は
翌
存
現
れ
ま
す
。
五
月
②
処
理

す
る
侠
川
蒸
準
も
あ
る
が
、
チ
モ
シ
ー
が

減
収
し
た
例
も
あ
る
の
で
避
け
た
い
。
ま

た
、
夏
の
暑
い
条
件
で
処
理
す
る
と
イ
ネ

播種床造成後処理に適した使用量(１０a当たり） 表２

薬量
最小ｍｌ

薬量
最大ｍｌ

散水量
最小RjZ

散水量
最大Iljil

薬剤名 対象雑草

ラウンドアツプ発生i5l軍２５０５００２５５０

タッチダウン発生糺童２００４００２５５０

ポラリス発生il1i軍５００１０００５０５０
ブロン．発生調童２５０５００５０５０

ラウンドｱｯﾌﾟﾊｲﾛｰﾄﾞ発上劃:1重２５０５００２５５０
ラムロード発生i111章２００４００５０５０

播種床造成後の雑草発生パターン図１

(はじめに発生する雑草〉（次に発生する雑草）

人ﾃﾞ･ｼﾛｻﾞなどイネ 科雑草

／ 

輿
処
理
で
も
チ
モ
シ
ー
ヘ
の
化
育
抑
制
は

少
な
い
方
法
だ
が
、
ス
プ
レ
ー
は
使
用
後
、

直
ち
に
専
用
洗
剤
で
洗
浄
す
る
こ
と
が
必

典
で
す
（
表
三
）
。

科
牧
草
が
枯
死
し
た
例
も
あ
る
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
水
和
剤
を
使
用
す
る
場
合

は
又
、
秋
に
処
理
す
る
。
ア
ー
ジ
ラ
ン
同

様
に
架
が
．
一
～
一
一
一
枚
展
葉
し
て
い
る
状
況

が
良
い
。
シ
ロ
・
ア
カ
ク
ロ
ー
パ
に
対
す

る
薬
害
が
ひ
ど
い
の
で
注
意
が
必
典
だ
が
、

ギシギシ･ｼﾊﾞﾑｷﾞなど

植生の再生株 ／ 
促弓

ギシギシの実生

ギシギシの退治に効く除草剤と使用法表３

アージラン液剤使用(10a当たり）

散水量
最大iiIji

経年草地 散水量
最小1iｌ

新播草地
時期

ｍｌ 詞

１０月中～下旬’200～3001300～400 1００ BIO 

ハーモニー７５，F水和剤(10a当たり）

|夏～秋’３９に対し散水量1001K

《

ス
プ
レ
ー
‐
ヤ
の
導
入
に

つ
い
て

基
盤
整
備
係
で
今
戸
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
し
た
も
の
を
基
に
検
討
し
た
農
協
右
ス

ブ
レ
ー
ヤ
の
導
入
が
一
・
月
一
十
几
Ⅱ
の
蝿

蛎
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

ス
プ
レ
ー
ヤ
に
つ
い
て
は
二
台
を
農
協

が
取
得
し
、
｜
｜
利
川
組
合
に
作
業
を
委
託

す
る
も
の
と
し
ま
す
。
施
行
噸
伽
に
つ
い

い
っ
そ
う
草
地
改
良
事
業
に
対
し
て
の
予
算
付
け
が
厳
し
く
な
つ

す
。
草
地
の
維
持
管
理
並
び
に
雑
草
処
理
対
策
を
必
要
と
す
る
声

て
お
り
、
ス
プ
レ
ー
ヤ
導
入
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

施エ単価(ha当たり）

平
成
十
六
年
十
一
月
に
施
行
さ
れ
る
家
畜
排
せ
つ
物
管
理
法
に
向
け
て
、

|ＪＡ中標津組合員110,000円(内税)｜

|ＪＡ中標津員外112,000円(外税)’

アンケート時における希望施エ時期

月｜面積（ｈａ）

5源 四6F[8１

昨
一
非

ONO 

6３．９ 

て
は
左
記
の
辿
り
と
し
、
農
協
が
取
り
ま
と

め
及
び
精
算
の
術
肋
を
致
し
ま
す
が
、
施

ｒ
希
望
時
期
が
集
中
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
調
雛
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
取
り
ま
と
め

の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

作
業
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

734 

明一頭一噸｜順

6６．６ 

gMEUIO 

１１８.Ｃ 

合計’435.7

※再度、申し込み取りまとめを行う。

て
お
り
ま

が
一
局
ま
つ

1１ 

薬剤名 対象雑草
薬量
最小ｍｌ

散水量
最小RjZ

散水量
最大Iljil

ラウンドアップ 守肩７十束if」ニユ 250 ５０ 2５ 5０ 

タッチダウン ヲ石奎ＥＦＩ：lf与凸 200 ４０ 2５ 5０ 

ボラリス 発笙雑草 5００ 1００ 5０ 5０ 

プロン． 発且三;l：ｉｆ二三 250 ５０ ５０ 5０ 

ﾗｳﾝﾄﾞｧｯﾌﾟﾊｲﾛード 発生雑草 250 ５０ ２５ 5０ 

ラムロード 挙牛難苣 200 ４０ ５０ ５０ 

時期
新播草地

ｍｌ 

経年草地
ｍｌ 

散水量
最小Yiil

散水量
最大1jＺ

１０月中～下旬 200～３００ 300～４００ 8０ 1００ 

アージラン蒲斉11伸用(１０a当たり）

ＪＡ中標津組合員 10,000円(内税）

ＪＡ中標津員外 12,000円(外税）

月 圧Ⅱ、頁（ｈａノ

5月 25.8 

６月 0-0 

７月 6３．９ 

８月 78.4 

９月 66.6 

１０月 83-0 

1１月 118.0 

合計 435.7 

※再度、申し込み取りまとめを行う。
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い
よ
い
よ
存
本
綴
ノ
こ
の
季
節
に
打
っ

て
つ
け
の
鴇
前
の
持
ち
主
で
あ
る
今
回
の

人
気
者
は
、
当
幌
地
区
・
山
田
外
さ
ん
宅

健
女
・
春
花
ち
ゃ
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
券
花
ち
ゃ
ん
は
、
病
気
一

つ
せ
ず
、
寝
つ
き
も
寝
起
き
も
い
い
し
、

》
人
で
遊
ぶ
の
６
ｋ
手
だ
し
、
当
幌
地
区

に
た
く
さ
ん
い
る
同
級
生
の
お
友
達
と
遊

ん
で
も
マ
イ
ペ
１
ス
と
、
全
然
手
が
か
か

ら
な
い
子
だ
っ
た
の
ノ
・
と
、
マ
マ
の
美
智

(F、

9Ｗ 、。

可

葱 了
さ
ん
。
そ
ん
な
存
化
ち
ゃ
ん
が
、
一
歳

の
お
挺
生
Ⅱ
を
日
前
に
し
た
一
月
頃
か
ら
、

急
に
人
見
知
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
、
時
に
は
パ
パ
に
ま
で
も
寄
り
つ
か

な
い
時
が
あ
っ
た
り
と
、
簸
近
に
な
っ
て

初
め
て
手
を
焼
い
た
と
か
。

が
花
ち
ゃ
ん
は
今
、
音
楽
に
と
っ
て
も

敏
感
で
音
の
速
さ
に
合
わ
せ
、
上
下
左
右

に
体
を
動
か
し
蹄
っ
て
は
ご
愉
悦
顔
。
時

に
は
遠
吠
え
の
よ
う
に
〃
歌
っ
た
り
も
す

はるが

春花ちゃん(1A猫l力)j）Ⅶ1帆地区山田昇･美智子さん夫変踵女

● 

「扇

' 

ワ

にぴったりの女の子

１ 

る
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
か
ら
、
と
に
か
く
励

物
が
大
好
き
と
い
う
襟
花
ち
ゃ
ん
は
、
テ

レ
ビ
に
映
る
動
物
は
か
ぶ
り
つ
い
て
観
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
牛
舎
に
住
み
つ
い
て

い
る
ネ
コ
ち
ゃ
ん
達
と
遊
ん
だ
り
、
厩
Ⅱ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
飼
犬
コ
ア
ッ
」
の
放
歩

に
行
っ
た
り
、
牛
舎
の
子
牛
を
触
っ
て
は

な
め
ら
れ
る
こ
と
に
快
感
を
覚
え
て
い
た

り
と
、
仙
物
に
対
し
て
は
全
く
恐
怖
感
の

知
ら
な
い
７
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

搾
佗
ち
ゃ
ん
の
将
来
に
つ
い
て
、
パ
パ
と

マ
マ
に
尋
ね
る
と
声
を
揃
え
て
「
左
う
ち

わ
で
嫌
ら
さ
せ
て
く
れ
！
（
笑
）
」
な
ん
て

パ
パ
と
マ
マ
。
そ
れ
は
兀
談
と
し
て
、
病

気
や
聯
放
な
く
大
き
く
な
っ
て
、
手
に
職

を
持
っ
て
自
立
し
た
姫
き
方
が
で
き
る
、

そ
し
て
、
ｎ
分
が
な
れ
な
か
っ
た
Ⅳ
（
パ

パ
談
～
笑
）
人
の
心
の
瓶
み
が
わ
か
る
、

温
か
い
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
と
識
し
て

く
れ
ま
し
た
。

パ
パ
と
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家

族
叩
の
期
待
を
．
心
に
譜
負
っ
て
い
る
傑

花
ち
ゃ
ん
。
こ
の
季
節
の
よ
う
に
ホ
カ
ポ

カ
と
暖
か
く
、
「
嫌
の
花
」
が
咲
く
よ
う
な

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
、
そ
ん
な
大
人
に
な
る

日
を
み
－
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
！

' 
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しン｜ヒク唖ら農習会鈴''1』
た￥しわスに、業会心がしメド平
・刑り一つ化改が代1)}’よ姿成
まのの農い食良始副催振に｜‐
た使裟薬て、糠ま会さ典おリリ
、ｌｉｌ葉名、加及り踵れ会い年
畑方処一今エセ、のまでて三
作法理の年馬ンｆｌｔＩｌＨし馬、月
上の剤使度鈴タ初会た鈴IlI1
壌指と川かし｜に挨゜し標二
分禅しをらよｉ<lj北拶よ津１J
折をて中レの総根の戦1111、
結受デＩ|ニグ茎宅峯後培腱Ｉｌ１
采けシしロ蝋赤地、識協標
かま力、ツ処かlえ識稗馬津

ン病没し取定ｉｊ報ししをら
を仁薬ｉｊ’たＩ）し葱告いま受上
駆対技き゜制’ていが品しけ改
使応術統みい、あ種た、資
しし挫きもき’'１リの゜化I材
てた及、行た標、現雌別の
ス新至ロない津新地後に技
クパリ艮産つとで年調に対入
りのか化て、イブ度森、応ｉｉｔ
ｌ説ら学い新翅も結潟しに
ンﾘﾘｊｌｌｉｋＴくｉＦなｌＩｊ果鈴てっ
にを腐業班に品度にしいい
写パ病．に向極試つよくて
しソ、箸しけを験いの」脾説
、。疫［1１また透をて新と明

と炎ＩＭＩ紹もバリ１『へて試
な換を識介削に木岐のも験

灘:灘蝋
・れす礎し護,ｗ・〉２糒

鱗亀諦:繩
、外

総ⅦM臘鮭鰹
鯛,,ポ繩聯iii灘日

]■ 

一
農
薬
な
ど
防
除
体
系
の
取
り
組
み
を
勉
強
。
馬
鈴
し
ょ
栽
培
講
習
会

■
 

●
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
◆
●
●
●
●
●
■
●
●
●
Ｏ
Ｏ
ｃ
●
●
●
●
●
●
Ｐ
●
■
０
●
●
●
Ｄ
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
０
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
二
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
‐
●
■

■
 

■
 

■
 

■
■
 

ﾖ●■■■｡■■■■■■■■Ｂ■■■●■●■●＆■■巴■■■巴■●■■■●凸▲●の●■■■■■■

■
 

■
 

●
 

●
●
●
｛
■
■
●
●
●
●
■
Ｄ
０
Ｏ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
●
」
●
□
●
●
●
●
』
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
０
０
●
●
●
●
●
●
●
一
■
●
け
●
｜
■
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
一
■
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
」
■
◆
●
■
●
一
■
●
●
●
●
●
●
Ｓ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

■■ 

■ 

Ｐ
■
 

□
●
０
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
凸
Ｂ
□
■
●
■
●
巳
●
●
■
■
●
Ｃ
Ｂ
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
廿
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｅ
●
●
●
●
●
■
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
Ｂ
●
●
■

●
 

■
 

無
分
●
凶

釘
単単

車

iiii篝
戸向

二』

Vノ

てん菜栽培講習会 育
苗
管
理
に
万
全
を
期
し
、
高
収
量
。
高
糖
分
の
収
穫
を
。

』》

糖令どiYTがが塒釧稗ん泉
分を｜・青らあ技原イ「会擢ホド
をは分成、り術料橋が′1ニテ成
願らにが新、及所会ｌｌＭ藤ル十
つつ灘ノ<イ１２平ぴ・腿ＩｉｉＬ振にＩ)しＩ
たて葱切嘆成て｝}１のざ輿お年
話欲しとの｜‐んＩｌＪ挨れ会い三
としな拡安三楽所拶まニi二て）］
ないが洲定年に腱のし１１Ｍ、Ⅲ
リとらし多度係か後たのｉｌｊＨ
ま、行、収のるら、・て標、
し,（ljIVi脇に実,|,ザ、ホんｉｌヒマ
た収符度Ｉｈｌ紙勢てク菜ＩＩｌＪル
。｝,上ＪＩＩｌ符けをのんし職農エ
のにJql1、見識菜ン培協｜
，<５〃な雌な演級根識てMA

lli[ｉ会［ﾘl11ilI九て′ｋ汀・策
い上ｉ榊が１］リ’た炎産ＩＩｊｉＹｉ讃、{２
終li11iFl行程き内付フミ、魔業成
丁志会なな統容さ紘地lfi］の１．
しの終わどき説江を城ｋひ｜lり
ま組「れに、Ｉﾘｌるあの対と年
し睦後まつビが:『!下げ１２策っ度

篦雛ﾐﾙ’薪鮒醗
、を１『１V「し新若．が、盤

鐘'ii笘判聯!『繩
；かかタカⅡに以当性特
彰句鍼ｉｉ;ＷｊＷＷ
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,－１二し－とをタかＩｆｌ１でさ文｜）大挨し識しば
部よ水し説１なが粉ｉ１ｒれ決乎ま内リｌ拶よでよと
会へ化ま｜ﾘＩとどあう１１ゑまｊｊｉＩ成し勝きが′上絞はし
,、馬にしし共のリブにし報十た利統あ産培、て
|ギｉｉｉ鈴1も’た、に要、キｌｉ１］た；Ｉトー゜氏きりをし銃、
」息しげ・今職望丸のけ･は年を、ま行、－局
１部よてま後嶋がく鬼て、度進Ｉ雛しな良ブ【}ｉ
会振はたの誠あな茎、全の川腱たつＡムラ標
一興、、対験りるが磯会』ＩＦしに･て厩ン津
関会簸畑策を、技腿端一業、‐|上欲のドの
係、初作と行辨術く技致糀縦’１１し征の極
が′'２，組すな及はな術で１１『ｌＦｊＬい‐ｆ共７．，
－．食腸織るうセなるな承、に区’一馬迦馬
本川｜鈴の」lf711：ンい価ど認jlX入のと鈴愈鈴

加
第
二
Ⅲ
種
ｒ
馬
鈴
し
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峨
瀧
部
会

雌
後
に
、
地
代
部
会
鐘
か
ら
「
蝋
一

“
定
期
総
会
が
三
月
と
Ⅱ
、
農
協
巾
会

穣
の
秋
を
Ｈ
指
し
て
、
岡
品
髄
な
菰
》

叩
譲
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ｆ
胸
鈴
し
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雄
に
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組
も
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」
』

函
岻
代
部
会
良
の
棚
会
挨
拶
で
総
会

と
閉
会
の
挨
拶
で
総
会
を
終
了
し
ま
』

》
が
始
ま
り
、
南
川
参
聯
か
ら
の
こ
と

し
た
く

良 ０
０
■
戸

lにＩ叩
質
の
馬
鈴
し
ょ
生
産
を
目
指
し
て
。
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牧場で生産罰燗牛乳の大切苔を勉強。
第13回中標津ジュニアホルスタインクラブ定期総会 □

’
６
０
０
●
０
ロ
ロ
０
□
■

媒； 会千

’
１
Ｉ
 ノ Ⅱ広委斬れが業しりしン－二標

今史瀬ｊｌ役ま級、たン父たクｌｍｉｊｋ三
後｣｝ﾘ]瀞奨Ｌｉしｆ１ｊ収。グｌｆ゜ラ１１１Ｔ）］
とが.はたさ支定スはブ標場＝

璽臓!＃％1ﾎﾟ札糊↑衛藤膳〉!〈
も

iijl1箪繊騨鶯製↓！
＃鰹ｒ繼新い行金’'Mホに『'１
，子興な繩馴腿幽<;iL
MIIRwI;ｌｌｉｊｆ決計、しスれタ鰍麟
ご

、さｉＴＨｉｌ；まプまイ｜、巾

■ 

」を
お
願
い
致
し
ま
す
。

｜
〃
、
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プ
リ
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ス
ク
ー
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は
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印
乳
業
に
場
内
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兄
学
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し
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．

貝
の
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｢ 、 当
た
り
に
し
、
乳
製
品
に
対
す
る
知

識
や
、
牧
場
で
樅
産
さ
れ
る
牛
乳
の

爪
要
性
が
理
解
Ⅲ
来
た
と
思
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
行
な
い
、

会
興
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

新入会員大募集ノ

中標津ジュニアホルスタインクラブでは、新

入会員を募集しております。牛について学んだ
り、キャンプをしたり、収穫祭をしたり四季に

応じた行事を行なっている楽しいクラブです。
小学生一高校生までの方なら誰でも入会出来ま

すので、入会希望者、興味のある方は是非ご連

絡下さい。

中標津ジュニアホルスタインクラブ事務局
ＪＡ中標津･家畜改良課･麓見ず2-3275

Ｌ 

ザ
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平
成
Ｍ
年
度

町
営
牧
場
一
夏
期
放
牧
希
望
牛
の
取
り
ま
と
め

左
記
の
と
お
り
附
腸
台
牧
場
の
人
牧
を

ｆ
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

腱
家
は
中
標
津
町
役
場
農
林
諜
畜
瀧
係
、

ま
た
は
、
町
営
牧
場
ま
で
述
絡
願
い
ま
す
。

＊
受
入
れ
牧
場
中
標
津
町
営
牧
場

＊
取
り
ま
と
め
期
日

楽しく交流を深めた

青をＩＦ部親睦ボウリング大会
レクリエーション委員

，爵橋春樹

牧役
開農場場詳
陽林ま腱し平
台課で林し、成
牧帯ご課案１４
場謄連帯内年
係絡魔に４
噸係つ月

1{Ｚ危い、い２６
ｉｉｉＷＩ;,Ｆままて日
４３すたは㈱
’１゜は、
２３、［'１
２１１１M機
６１陽ilk
８１TLilllJ 

とたたまンま智に〈ＦｌＪＬｌ木本良左まはなな話参
１－１)L1すダル（し樹も樹位人達ボかくす人いかしjill-：
へ笑人・人年たイヤ’１１とに''111ｉｕＬウつ午･変ななな料）｜

穂蛎雛懸ｉｊ
職；灘蝋ｒ識騨のだらいるいイヤし私志あ－

＄鞭；：,朧ii,'''1ｉ態篭鱗難

上司

」■ 
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幻』

ざ再クキヤ
実施期間

●ﾀﾞﾌﾞﾙチャンス４月■＿卜
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ルレ５月３１曰￣w夕 ｈ 

スーパー定期で商品券等
が当るノ

スーパー定期(1需壱の､自艶墜瀝式】対象商吊

0万円右1口とし１粒准旱(個人1割定)10万円以上棚謡群交付墓謹 頤溢圀も認溌

鰯商品券20,000円相当Ｘ3本 中途解約した場合当選の無効基準

平成14年10月１日尭表’二

錘1露お米券3,000円相当X20本 舎融窓、､あるろ店に当選番号;を掲示します。笄 藩

麺可籔’ アイス
クリーム券1,000円相当Ｘ50本 ｏ詳しいことは窓ロ､顧左は寵話でお気姪|ごお蕃ねください。

ＪAEP標津金融課‘2－２９０７

1５ 

スーパー定期で商品券等
が当るノ

鰯商品券20,000円相当X3本

綴お米券3,000円相当X20本

鰯）召3ﾆﾑ券11000円相当X50本

対象商品 スーパー定期《1年壱の､自艶墜瀝式）

抽選券交付基準 10万円を1口とし1枚進呈(個人1割定)10万円以上輯醗禰圀勃対鎮

当選の無効基準 中途解約した場合

発表曰 平成14年10月１日

発表 今醜悪□､あるろ店[こ当選番号を掲示します。



職員の紹新採用
生
活
部
生
栖
店
鮒
課
府
舗
係

向
［
鳥
幸
江

悩
出
部
経
燐
企
両
肌
堆
撚
轆
備
係
碓
活
部
生
活
店
帥
梛
店
棚
係

藤
原

害
不

長
崎
由
美
子

口
平
成
川
年
４
月
１
日
発
令
馴
鰍
川
Ⅷ
閥
柚
Ⅷ
蜥
叶
耽
糺
油
吋
。

砿
岡
部
鱗
腱
溢
材
腺
給
汕
所
係

、

r－ｚ－ 
乙弓、 高

橋
麻
衣
子

（鏡‐
蘭

へ詞

ｒ 一』一

ﾛ 

『
化
栖
馴
化
活
垳
抓
梛
鵬
肺
係

菅
野
夏
世

癖
理
部
符
耶
地
算
緋
符
理
溢
算
係
雌
活
部
生
活
店
鮒
肌
店
鮴
係

石
川
郁
美

千
葉
雄
太

戸毎再
同
心

一一一』）Ｐ
日

｢ 

ｒ、

化
摘
柵
化
柵
腓
帥
洲
晦
帥
係

加
藤
香
一
釆
子

戸

鍵

》一「）

1 

１ 

〆
八

化
椚
部
化
栖
堆
加
川
店
帥
係

溌
農
郡
家
帝
改
良
訓
家
帝
改
良
係

櫻
井

拓

伊
藤
友

趣I＝
PFr二二Ｆ＝

ゴむ寸田

､=～Ⅱ「
￣￣ 

一一

11,:霊ノ
ヘ掴’

￣戸'

’百
一■紀

1６ 



機構図と職員配置図
平成１４年４月］日現在

(主任)瀧鳩幾久栄､今野毅（係)田中奥由美,吉田
hi崎啓（蝋)石川郁美<研＞

－|管理躯算課長Ｈ管理葹算係長

西村聖一課長兼扮

一|管理部長トー|金融課長Ｈ金融係長

乾（‘奥、哲課長服扮

一|共済係長

一|共済課長卜長沼徳常

些尼勝lＷ－|渉外係長
iMlu難iｿｉ

ゴ理事会’-|経営相談課長Ｈ経営相談係長
上村11t光(営農姿1堰） ｆⅡＨ１勝獲金子共一､【１１打正鑓
土井上信一(生産霜且擬）
藤井天141夫(管理離買委員長） －|組織広報係長
川村消身

一|営農部長卜１経営企画課長卜長内悟艮正路荊

古澤翠 畑護政部長雄勝一|墓盤整備係長
中林忠雄

北iIf禎之

…護'’１驫驚欝驫H驫鴛露‘

(主Ⅱ、小１１Iあゆみ（係)石橋照雄､石塚真貴､阿部淫美
間木渉､櫻井奈沌紐

(主任)渡辺秋男､千葉亘子（係)火能志帆

(係)綴喜聯人､讃名慎史

(龍I[)長田明､崎橋('､かり宮本Ｗ可（係)河西賜平

(係)鈴木留美<垂

いい

(係)輿野師一郎（i仏)藤原崇輔＞

(主任)杉4E則夫､佐藤雑と（係)践見純.佐藤太
(準)機館替代子､平尾絵梨香､佐々木尚洋(⑧､櫻井拓くwi；

[農産j11当](主任)臼井守（係)久似田禰．､,闘橋将志

藤HlliV幸
I原稲農場担当](-i昌ilD国見信雄〈係)宮脇正犬

ｺﾞ……,■腱綱釦競

…蠕護鰄曼I:主議壽
精繍囑|鰯，

…ｗ辮繍：
瀧γ平義明一|生活部長Ｈ生活店舗課長Ｈ店舗係長｜
川辺健一(員外難事）池[H淵ｆｌＩ森lIWj男､後藤]ﾋﾞ之今井敏一

(係)MfjIl敏広､柳田可奈子<画

(係)小Ⅲ直紀､鍛名菊襲､橋諸仁襲

[工叫担当]<係>渡辺消〈i(1))荊水俊棚

[流述担当](係)服部寛昭

[乳''２担当]<主任)片岡義仁（係)永船一男､上艸上裕二

[肉牛担当}(係)天野純､笹岡単忠子､小玉聡
二経理担当](係長)長}Hめぐみ（係)４E多可宗子

<喪(冊)小田原闘志[･ヒンター良］（係>峡野恋始､志賀将浩

i'k魔賛材担当]〈i芒任)堀H1敏男､安斉雅幸､佐藤秀司(正＞

尽可
■■ 

[巡同修理担当](主|L)佐々,k催（係)保科修

[経理担当］（係)小田美佳､吉川iFi美､今）|:佑芙

(主伍)壌田茂炎､久保功一〈係)竹|ﾉﾘ剛､田中俊光､原田端批

渡遇12-.末田典之<正>､中本康大<正＞（i(１４)田口麻佐子

Ilii原尚美､疏水かおり、平井麻総子､高揺麻衣子<新＞

(主任)中塚利勝､広iWi孝子､大内和人

(係)鷲見保､飯野房子､角Ｈ１騰巳佐藤淳.伊護強

佐藤(誠､秋山計行MUI|葹紀､唐崎幸道<正＞
(箙)I[1本修子､林映子､安部和憂､一木千係谷向美鈴

ノ《野真希､宮野|｢Ⅱ美､菅野方昭､小守智美､田中奥山美
成田幸一､伏見さおl)､長崎由美子<rjf>､白鳥幸江<所）

(考査役）宮田茂男

千葉雄大<銃>･菅野亘世(新>､加藤香葉子〈鋪>,伊藤友紀噺，

男女
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暮
ら
し
の

【家庭菜園リ泉

知

『
Ｊ

Ｆ
」

、

そのＯ

北根室地区農業改良普及センター

￣己＝

家庭菜園の作物の配置佇兎

〔作付計画の一例〕

(‘vlni慨lWf側）

１年目

北

野茨は11､I1たりの良い場所を好む野菜､弱い光を好む野菜があります。

'Y〔丈も作物によって様々です。

そこで家庭菜臘lを作る際には、１１当たりなど考Mjiして作物ごとに、い

くつかの畝やブロックに分けます。また、fJj1ｲﾄﾞ|両|じ場所にliilじ野菜や、

Ｉ１ｉ１じ科の作物が迎作にならないよう（共辿り,端{ﾃﾞ山、連作障害）に、植え

る場所をぢえます（ハウス|ﾉﾘも同様です)。

ス’
にら

永隼|僻ｸﾞｽﾊﾗｶﾞ
ほうれんそう ねぎ

弱い光て も生育
豆類(いんげん）

い作物

とう;ＡろこＬ

背丈高

ユリ科 ねぎ、にら、アスパラガス．あきつ堂だし、こんｌさやえんどう

かぶ低い背丈､光を好む作物
いちご

ナスF１ トマト、ピーマン、ぱＩＩＬいし上

キク科 レタス、ごぼう、しゅんぎく、チコリ光を好む永年作物

Ｕ アブラナ科だし､こん、キャベツ、カリフラワー

ウリ科 すいか、きゅうり、かぼちゃ
2年目
化

ＪＦ、 きゅうり、かぼちゃ、＿IJI；I【［’
１
 

１１h11たり患にら アスパラガス
とうもろこしだいこん、かぶ、

好む作物
にんじん、キャベツ

ねぎ ほうれんそう

弱い光で．:」 ねぎ、ほうれんそう、にら、いちご
豆煎(いんげん） とう：)ろこし 伯7ifする作物 アスパラガス、ばれいし上

だいこん
かkｒ さやえんどう

◎いちご、アスパラガス、にらなど－度liiえると、数ｲ'二収稚できる作物
は端の〃に植えるとよいでしょう。

｡〉上を好みWi丈の低い作物はilJl11llに、１１当たりが悪くても耐える作物や
背丈の,1.fiい作物は北1111に}''1〔えます。

◎述作にlliilえる作物…ねぎ、かぼちゃ、にら

いちご

３ 

Ｓ年目

にら アスパラガス

ﾄマトナス とうもろこし

だいこん、カブ． ざやえんどう

ほうれんそう

■ い角ご

ラガス

1８ 

にら

永年
アスハラガス

作物

ほう』しんそう

弱い光て 土､生害弓

ねぎ

とうもろこし

者:丈高

豆類(いんげん）

い作物

だいこん

かぶ低い背

ざやえんどう

丈､光を好む作物
いちご

光を好む永年作物

ユリ科 ねぎ、にら、アスパラガス、あさつき

ナスイ:’ トマト、ピーマン、ぱＩＩＬいしよ

キクイ:’ レタス、ごぼう、しゅんぎく、チコリ

アブラナ科 だいこん、キャベツ、カリフラワー

ウ')科 すいか、きゅうI)、かぼちゃ

１１当たI)を

好む作物

きゅうり、かぼちゃ、jQI瓶、

とうもろこし、だいこん、かぶ、

にんじん、キャベツ

弱い)上でも

」[昔fifする作物

ねぎ、ほうれんそう、にら、いちご

アスパラガス、ばｲLいしよ

にら アスパラガス

ねぎ ほうれんそう

豆煎(いんげん） とうもろこし

だいこん

かぶ さやえんどう

いちご

にら アスパラガス

トマト、ナス とうもろこし

だいこん、カブ． ざやえんどう

』急&ぎ ほうれんそう

いちご



Ｓ月の細含曰誌

管理購買委員会

農業所得税申告作業

経営綱造対策

第10回理事会

係長以上企画会議

構造対策打ち合わせ

種子馬鈴“生産部会総会

事業打ち合わせ

女性部三役会議決算監査

乳検組合ＡＴ法説明会

農村環境フォーラム打ち合わせ

女性部支部長会議

新旧合同役員会議役員選考会

地区別懇談会（第二俣落､西竹、

武佐、当幌）

第１２回青年部役員会

地区別懇談会（開陽、俣落、

中標津）

地区別懇談会（俵橋）

馬鈴しょ貯蔵施設事業打ち合わ

せ

第４回酪農ヘルパー利用組合役

員会

第２回乳牛改良同志会役員会

第６回熟年会役員会

肉牛センター棚卸し

第１回青年部新三役会

女性部第49回通常総会

共進会代表者会議

酪農課ローリー運転手講習会

役員報酬審議会

第９回営農委員会

第４回管理購買委員会

営農協議

第１回青年部新旧役員会

だし､こん部会勉強会

給油所准職員試験

第１１回理事会

中標津ＥＴＡ講習会

棚卸監査-31日
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今から45年くらい前の昭和31年頃、春まき、秋ま

きと２回種まきをして、年２回の刈取りが出来た

なたね。

一面なの花で黄色くなる畑は､、きれいなものでし

た。収穫時期になると機械は当然なく、頼れるの

は人海戦術で、街の人に応援をたのんで、出面さ

んを雇ったもんでした。

写真提供藤井弘美氏
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